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＜連絡事項＞
・看護グループ内研修を下記日程で実施します。勤務調整しながら参加して下さい。
①日時：2月7日（金）16：30～17：30

場所：2階　会議室

対象：全職員

テーマ：レセプト関連（出来高病棟、包括病棟）

講師：神TOL
②日時：2月12日（水）16：30～17：30

場所：2階　会議室

対象：全職員

テーマ：「行動制限最小化看護」

講師：加藤SGM
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～「自分の考えが皆に伝わっているみたい。病院中の人皆が知っている気がする。夜中もお経が聴こえたり、赤ちゃんの声が聴こえたり、私何にもしてないのにイヤらしい事とか聴こえる」と訴える。周囲の情報をうまく処理できず、周囲と壁を作って情報を遮断出来ない状態である事を説明には本人も納得する。13：10幻聴訴え怒りながら来詰。頓服の使用を促し、タンドスピロンクエン酸（10）1Ｔ服用する。以後も「頭の声の方が強いんだよ。もう私を帰して」と訴えるが、幻聴が強く自宅で生活する事も難しいという件については理解を示す。引き続き精神症状の観察をしながら、孤立しないようスタッフが間に入って周囲と関わりを持ち、自傷行為や離院に繋がらないよう観察していきましょう。
・五日市　規様～昨日退院について訴える事がありますが、今日は退院や迎えに関する訴えなく経過しています。壁叩き等の粗暴性もなく、対応は穏やかですがプログラムの時間になっても臥床している様子が目立っています。無断離院の可能性ある為、所在確認を密に行っていきましょう。
・原　吉郎様～今朝起床後から「ダメだ！」「死んでくれ！」等と大声での独語聞かれており、幻聴の自覚はあると話されています。スタッフからの声掛けに対し、「今日は調子が良くない」と訴える事はありますがプログラムは休まず参加出来ています。
＜深澤Ｄｒケース検討＞
・小田　タネ様～被害妄想や不眠などの精神症状には再燃なく、口腔内の違和感、めまい、ふらつき、耳鳴りなどの身体症状に関する心気的な訴えもない。他者と交流しながら概ね穏やかに過ごしている。
・夏坂　キミ様～笑顔で穏やかであり反応性も良好であり身体的な不調の訴えもなし。腰痛や膝関節痛、喘鳴、労作時の呼吸器症状はなども認め、不安症状や心気症状、抑うつ症状などの精神症状にも再燃は認めない。
・山下　幸子様～日常生活も自立し概ね落ち着いて過ごしている。過敏性の亢進や苛々感、抑うつ気分、不安感、衝動行為などには悪化なく、依存的で操作的な言動もなし。依然会話も迂遠でまとまに欠ける。引き続き施設への退院へ向けて薬物調整や環境調整、精神科リハビリテーションを継続する。
・五日市　規様～自閉的で他者との交流は乏しく、その後もマイペースに過ごしている。表情は険しく自発語も乏しく、早朝覚醒や多幸感などにも悪化なし。一方でまとまりに欠ける言動や衝動行為などの精神症状は持続している。
・松永　勘五郎様～依然として自発性や意欲は乏しく無為的かつ自閉的であるが、その他の精神症状には大きな変化なし。常生活も概ね自立し睡眠や食思も安定している。幻聴や妄想などの病的体験の存在は否定する。
・菅野　勝利様～姿勢は前屈で動作も緩慢であるがものの日常生活には大きな支障なし。その他精神症状にも神経学的な所見にも大きな変化なし。また明らかなパーキンソン症状の悪化や有害事象なども認めない。また疎通性や反応性は良好で自発性や活動性はやや低下しているもののその他の身体症状には大きな変化なく、嚥下も歩行も安定している。
＜金Ｄｒケース検討＞
・角濱　義弘様～作業療法には顔出しをしており、1/14.15は最後まで参加出来ている。寝起きに怖い感じはあるが、スタッフへの話しかけは時間を短くして回数を減らしていると報告。外出し散髪してきたいと希望あり、お父様の面会をしない事を条件に許可となっている。障害年金の手続きが進んでいるのか確認あり、いつ頃に年金が受給できるかを執拗に確認している。臨時薬同内容で7日分処方。
・小笠原　文人様～夜間は紙パンツを使用しているが失禁はない。「両耳がキーンとなっている」と訴え聞かれるが、疼痛や眩暈の訴えはない。
・坂本　福子様～最近は眠気が少なくなってきたと報告。1/17.1/23に自宅へ外出すると報告している。臨時薬同内容で7日分処方。
・大上　なみ様～「頭の後ろの方に重石があるようだ。軽石かな？」と訴える。「自分の子どもが小さいが病院に来て手を振っている」と妄想様の発言聞かれている。
・中野渡　鉄男様～午前中は作業療法にて塗り絵を実施していたと話す。買い物は外出制限されている為、院内売店を利用していると報告。
・井上　和美様～最近の様子を主治医へ情報提供後診察に入る。
　　　　　　　　両頬に湿布を貼った状態で診察室に入室。「キーボードを注文した」と報告。服薬は同内容で継続。

・巴　勇樹様～1/9にめまいを訴える事はあったが、以後不調の訴えはなく診察時にも調子は良いと話す。作業では居眠りがあり「1週間ほど前から眠気がある」と訴える。
・高橋　康満様～作業療法で実施している内容を報告すると、早々に診察を切り上げて立ち去る。
・十日市　利喜様～右耳に耳栓をしており、「まじないが取れれば治る」と訴える。「耳はまだ治ってない。作業で４０坪の家の設計図を書いた」前回診察時同様、耳閉感を妄想的に解釈する状態が続いているが日常生活は問題なくすごせている。

